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2016 年
宜野湾市 新春の集い
日　　時：１月5日（火）18：00～ 20：00
場　　所：ラグナガーデンホテル（羽衣の間）
会　　費：3,000円
事前受付：12月25日（金）まで（土・日・祝日を除く）

開催当日も会場にて受付いたします。

新春の集い2016 年
宜野湾市

受付時間
8：30～ 17：15

受付場所　市役所2階
秘書広報課秘書係

●▲公民館

　9　

　
会
長
の
宮
城
奈
々
子
と

書
記
の
呉
屋
千
賀
子
で

す
。

　
戦
後
86
戸
の
小
さ
な
集

落
か
ら
、
現
在
１
，
７
７

９
世
帯
、
人
口
３
，
９
６

０
名
の
自
治
会
で
す
。「
ゆ

い
ま
ー
る
」
の
助
け
合
い

精
神
で
お
隣
近
所
が
声
を

掛
け
合
い
、
支
え
合
い
、

支
え
ら
れ
る
地
域
を
め
ざ

し
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

伊佐区自治会
☎898-2944

ミニデイサービス公民館幼児園「伊佐区立幼児園」

ストレッチ体操教室 住宅用火災警報器・住宅用消火器設置

　第３水曜日　ＳＯＬＡ
の生徒によるマンツー
マンによるマッサージ、
第４水曜日　癒し道に
よるフットケアーを
行っています。

　公民館内に幼児園
を設け、大運動会の
他にも多数イベント
を開催しています。
２歳児～５歳児
募集中です！

　警報器100個・消火
器25個を一人暮らし・
高齢者世帯を優先に設
置しました。

　毎週木曜10時～
「自分の身は自分で
守る」を心がけ第
1・2ミニデイでも
頑張っています。

ミニデイサービス公民館幼児園「伊佐区立幼児園」

ストレッチ体操教室 住宅用火災警報器・住宅用消火器設置

ミニデイサービス公民館幼児園「伊佐区立幼児園」

ストレッチ体操教室 住宅用火災警報器・住宅用消火器設置

第１期
第２期
第３期
第４期

4月30日
7月31日
12月25日
2月29日

6月30日
8月31日
11月2日
2月1日

6月1日

固定資産税 市県民税 軽自動車税期別
税目

問合せ：市民課年金係　☎893-4411　内線114・117

問合せ・納付に関するご相談は　納税課　☎893-4411　内線246～256

　付加保険料は、申し込んだ月分から納付ができます。ご希望の方は、市役所年金係でお申込み
ください。ただし、次に該当する人は付加保険料を納付することができません。
① 現在、国民年金基金に加入している人
② 現在、保険料の免除・学生納付特例・若年者納付猶予を受けている人
③ 現在、第 2号、第 3号被保険者の人

12月25日（金）は固定資産税第３期の納期限です。

　税の公平・公正を確保するため、税金の滞納に
ついて全県一斉に財産差押などの滞納処分を強化
します。

12 月は徴収強化月間です！12月は徴収強化月間です！

　滞納整理の強化 を目的に県税事務所から、徴収
専門職員が配置されております。
　納付する資力があるにもかかわらず、市税を引
続き滞納する方に対して法律に基づいた調査の上、
財産（預貯金・給与・不動産・自動車等の動産等）
の差押を行います。

沖縄県と共同で滞納整理を行います。沖縄県と共同で滞納整理を行います。

　納め忘れのないよう納期限内での納付をお
願いします。
　都合により納付できない場合は、随時納税
相談を受け付けておりますのでご連絡ください。

市税納期カレンダー

納税・年金・新春のつどい

〈例〉50歳から60歳まで付加保険料を納付すると
10年間（120月）で納付する額 …… 400円×120月＝48,000円
１年間で受け取る付加年金 ……… 200円×120月＝24,000円

毎月の保険料（15，590円）に付加保険料（400円）を上乗せして納めてい
る人は、将来の年金額に毎年加算されます。付加年金は定額のため、物価
スライド（増額・減額）はありません。
　　受給額　＝　老齢基礎年金額　＋（200円×付加保険料納付月数）

受け取る年金額に
毎年加算されます。
大変お得な制度です！

付加年金を
ご存知ですか？
付加年金を
ご存知ですか？

～その1～

第14期 宜野湾市海外留学生 西原 真紀子

●
最
後
に

　
こ
こ
厦
門
に
来
て
２
ヶ
月
に
な
り
ま
す
が
、

全
て
が
新
鮮
で
、
時
に
は
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ

ッ
ク
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

一
年
間
、
中
国
語
取
得
だ
け
で
は
な
く
多
く

の
体
験
を
し
て
、
少
し
で
も
皆
さ
ん
に
中
国

の
面
白
さ
を
お
伝
え
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

●
ご
あ
い
さ
つ

　
宜
野
湾
市
の
皆
さ

ん
、
は
じ
め
ま
し
て
。

私
は
９
月
か
ら
、
宜

野
湾
市
の
友
好
都
市

で
あ
る
中
国
・
厦
門

に
留
学
生
と
し
て
派

遣
さ
せ
て
頂
い
て
い

る
西
原
真
紀
子
で
す
。

　
私
が
故
郷
、
沖
縄

を
離
れ
、
こ
こ
厦
門

に
来
て
か
ら
早
い
も

の
で
２
ヶ
月
が
た
ち

ま
し
た
。

　
目
に
す
る
も
の
全
て
が
新
鮮
で
、
毎
日
が

驚
き
や
発
見
の
連
続
で
、
と
て
も
充
実
し
た

日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

●
中
国
国
際
投
資
貿
易
商
談
会

　
私
が
厦
門
に
来
て
最
初
に
「
中
国
国
際
投

資
貿
易
商
談
会
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
会
場
の
大
き
さ
に
び
っ
く
り
し
た

の
と
、
世
界
各
国
か
ら
の
参
加
と
、
中
国
各

地
か
ら
の
参
加
者
の
多
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

宜
野
湾
市
の
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
市
職
員
、

厦
門
理
工
学
院
か
ら
通
訳
と
し
て
参
加
し
た

中
国
人
と
一
緒
に
、
宜
野
湾
市
の
魅
力
を
中

国
の
方
々
へ
伝
え
る
事
が
で
き
、
非
常
に
貴

重
な
体
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

●
大
学
生
活

　
私
が
通
っ
て
い
る
厦
門
理
工
学
院
で
は
、

９
月
の
３
週
目
か
ら
授
業
が
始
ま
り
、
私
は

留
学
生
初
級
ク
ラ
ス
で
勉
強
し
て
い
ま
す
。

↑シルクロード研修
（二列目右から2番目）

・自治会めぐり

留
学
生
に
は
ス
イ
ス
、
チ
リ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

韓
国
、パ
キ
ス
タ
ン
、ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、ジ
ブ
チ

と
各
国
か
ら
中
国
語
を
勉
強
し
に
来
て
お
り
、

お
互
い
の
国
の
こ
と
を
紹
介
し
た
り
、
言
葉

を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
と
、
中
国
だ
け
で
は

な
く
様
々
な
国
の
文
化
や
習
慣
を
知
る
こ
と

が
で
き
、
と
て
も
勉
強
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
中
国
の
学
生
は
、
と
て
も
親
切
で
「
何
か

困
っ
た
事
が
あ
っ
た
ら
い
つ
で
も
言
っ
て
ね
」

と
声
を
掛
け
て
く
れ
ま
す
。

●
泉
州
・
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
研
修

　
10
月
17
、
18
日
に
は
、
厦
門
大
学
と
厦
門

理
工
学
院
の
留
学
生
か
ら
選
ば
れ
た
学
生
の

「
泉
州
・
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
研
修
」
に
参
加

す
る
事
が
で
き
一
泊
二
日
の
泉
州
へ
の
研
修

旅
行
に
行
き
ま
し
た
。
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

の
歴
史
が
あ
る
「
九
日
山
」（
じ
ょ
う
り
さ
ん
）

へ
の
山
登
り
や
福
建
省
・
台
湾
の
歴
史
に
つ

い
て
の
「
闽
台
缘
博
物
館
」（
み
ん
た
い
ゆ
え

ん
は
く
ぶ
つ
か
ん
）
の
見
学
な
ど
貴
重
な
体

験
が
で
き
ま
し
た
。

↑宜野湾市の
ブース前で（写真中央）

ステージ
パフォーマンスも盛りだくさん！

ステージ
パフォーマンスも盛りだくさん！

オキナワンサルサバンド

による

カチンバ４カチンバ４カチンバ４

女声コーラスエコー森の川女声コーラスエコー森の川女声コーラスエコー森の川
大謝名区自治会婦人会大謝名区自治会婦人会大謝名区自治会婦人会

問合せ：宜野湾市新春の集い実行委員会（秘書広報課　秘書係内）　☎893-4411　内線200

「胆がなさ節」「胆がなさ節」

合唱団の響き渡るハーモニー


